
守口市まち・ひと・しごと創生総合戦略の計画期間の延長について

(資料)日本の地域別将来推計人口（平成 30（2018)年推計）、日本の地域別将来推計人口（平成 25（2013)年推計）参考

これまでにない速さで高齢化が見込まれる本市（図１）において、人口減少に歯止めをかけ、この少子・高齢化に対応すること

は、次期「守口市総合基本計画」の検討にあたっても、市政運営における特に喫緊の重要な課題となります。したがって、その重

要性及び関連性の高さを鑑み、次期「守口市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定については、今後の国の動向も注視しつつ、

総合基本計画と併せた策定業務を行うため、現行の「守口市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の計画期間を１年間延長します。

資料２



（図２ 守口市まち・ひと・しごと創生総合戦略と関連計画のイメージ図）

「もりぐち改革ビジョン」（案）（23∼32 年度）

※「(改訂版)もりぐち改革ビジョン」(案)（28∼32年度）

第五次守口市総合基本計画（23∼32 年度）
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